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　恵那市の東南端に位置し、旧上中学校と旧下
原田中学校が統合されて１９年が経過した学校で
す。校舎などは大切に使われ、掃除も行き届い
ていて、今でも建設当時のまま使える美しい学
校です。
　地域の方々の教育への関心は高く、本校の教
育活動に広い協力をいただいています。
　ふるさとや仲間を大切にできる生徒、地域に
頼りにされる生徒を願い、特色のある教育活動
を進めています。
＜真剣な授業＞

　「基礎・基本」
を大切にし、
「学び合い」のあ
る授業を通し
て、互いに高め
合っています。
＜合唱活動＞

　生徒会活動の柱の１つでもある合唱活動を広
げています。学年ごとの合唱交流会だけでな
く、合唱祭をはじめ、特別養護老人ホーム「福
寿苑」や国保上矢作病院へ合唱訪問し、地域の
方々にも聴いていただいています。

＜発展的な総合学習＞

　１年生は、姉妹町として交流している愛知県
吉良町の吉良中学校へ出掛け、ふるさとの歴史・

文化、伝統を学んだほか、地元保存会の方々か
ら学んだ「上矢作福寿太鼓」を披露しました。
　２年生は、琵琶湖方面に出掛け、湖水の浄化
に取り組む施策を学びました。近江八幡市や長
浜市の町づく
りを学び、ふ
る さ と の 環
境・町づくり
について学習
しました。
　３年生は、平和学習と国際交流学習として東
京に出掛けました。東京空襲を体験された方の
講話を聞き、大使館を訪問しました。平和の尊
さや人を大切にする心、これからの生き方につ
いて学びました。
＜山林学習＞

　今年は、町内
で大切に保存さ
れている「アラ
イダシ」の自然
林に出掛けまし
た。町内保存会
の先生方や地元
の森林事務所の方、農林事務所の所員の方を講
師に、森林の衰退と新たな成長の様子を観察し
ました。共生木や根上がりの木などをしっかり
観察し、スケッチをしました。
＜地域へ発信＞

　中学生として、地域の皆さんに発信できるこ
とを実行しています。（祭での 巫  女 舞奉納や太

み こ

鼓の演奏、町民運動会での部活対抗リレー、職
場体験、保育実習、老人ホームでの車いす体験、
地域へ鉢花のプレゼントなど）
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上矢作中学校
生徒数　６２人　学級数　４学級
住所　恵那市上矢作町漆原６７番地
�０５７３-４７-２１２０（代）

「自ら学び、たくましく生きる、心豊かな生徒」
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